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滿
洲
国
の
旧
跡
を
訪
ね
て
、
９
月
初
旬
に
新
潟
か
ら

ハ
ル
ピ
ン
に
入
っ
た
。
眼
下
に
見
え
る
海
岸
線
の
形
か

ら
、
ど
う
も
ヤ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
半
島
上
空
か
ら
ハ
ル
ピ

ン
へ
飛
ん
だ
よ
う
だ
っ
た
。
ハ
ル
ピ
ン
の
空
港
は
緑
の

絨
毯
の
な
か
に
あ
っ
た
。
緑
は
玉
蜀
黍
畑
だ
と
見
受
け

ら
れ
た
。
迎
え
の
方
か
ら
高
粱
畑
は
少
な
い
と
言
わ
れ

た
か
ら
だ
。
旅
行
中
の
食
事
で
高
粱
飯
を
食
べ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
玉
蜀
黍
の
麪
に
は
お
世
話
に
な
っ

た
。

　
ハ
ル
ピ
ン
は
綺
麗
な
町
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
で

も
日
本
の
町
に
比
べ
る
と
ど
こ
と
な
く
ほ
こ
り
っ
ぽ

か
っ
た
。
至
る
処
に
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

宿
泊
し
た
金
谷
大
廈
の
前
か
ら
松
花
江
へ
至
る
通
り
は

建
設
工
事
中
だ
っ
た
。
こ
の
金
谷
大
廈
の
前
は
中
央
大

街
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
滿
洲
国
時
代
に
は
キ
タ
イ
ス

カ
ヤ
で
知
ら
れ
て
い
た
。
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
と
は
ロ
シ
ア

語
で 

支
那
人
の
街

 
を
意
味
し
た
が
、
今
は
百
貨
店

や
ロ
シ
ア
の
土
産
物
売
り
場
、
食
堂
が
林
立
す
る
繁
華

街
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
幾
つ
も
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
そ

の
中
に
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
外
壁
が
ピ
ン
ク
色
の
ホ
テ
ル
も

残
さ
れ
て
い
た
。
通
り
で
は
白
色
人
種
も
目
立
ち
、
中

に
は
タ
チ
ア
ナ
・
ヤ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
を
彷
彿
と
さ
せ
る

ロ
シ
ア
婦
人
も
い
た
。

　
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
の
西
側
に
旧
ユ
ダ
ヤ
人
街
が
あ
っ

た
。
旧
を
付
け
る
の
は
、
訪
ね
て
見
る
と
ハ
ン
グ
ル
表

記
の
多
い
町
と
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
ユ
ダ
ヤ
教
学
校

の
跡
に
は
、
朝
鮮
族
の
中
学
校
が
存
立
し
て
い
た
。
ユ

ダ
ヤ
人
街
で
あ
っ
た
証
明
は
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ
ヤ

教
の
教
会
）
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
シ
ナ

ゴ
ー
グ
こ
そ
、
１
９
３
７
年
に
第
一
回
極
東
ユ
ダ
ヤ
人

大
会
の
開
催
が
持
た
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
１
９
３
７

年
と
言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人

へ
の
迫
害
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
極
東
の
ユ
ダ
ヤ
人
社

会
は
、
ハ
ル
ピ
ン
、
天
津
、
上
海
に
代
表
さ
れ
、
こ
れ

ら
は
三
兄
弟
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
関
東
軍
を
背
景
に
し
た
第
一
回
極
東
ユ
ダ
ヤ
人
大
会

か
ら
７
０
年
経
過
し
て
、
２
０
０
７
年
６
月
に
同
じ
ハ

ル
ピ
ン
で
「
世
界
ユ
ダ
ヤ
人
経
貿
合
作
国
際
論
壇
大

会
」
が
持
た
れ
た
。
参
加
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
イ
ス
ラ
エ
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二
、 
琿
春
の
岐
阜
県
分
村
跡

　 

三
、
岐
阜
駅
前
の
ハ
ル
ピ
ン
街
と

　
　
　
　
　
　
　
小
島
衣
料
琿
春
工
場

ル
か
ら
14
名
、
ロ
シ
ア
か
ら
11
名
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

10
名
、
米
国
か
ら
６
名
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。(

株)

小

島
衣
料
の
小
島
正
憲
社
長
に
よ
る
と
、
こ
の
大
会
は
中

国
政
府
が
東
北
経
済
の
振
興
を
図
る
目
的
で
ユ
ダ
ヤ
資

本
の
誘
致
を
も
く
ろ
み
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
経
貿
合
作
大
会
に
参
加
し
た
日
本

人
は
上
記
の
小
島
正
憲
社
長
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
瀋
陽
（
奉
天
）
へ
、
飛
行
機
を
乗
り

換
え
て
延
吉
へ
飛
び
、
延
吉
か
ら
琿
春
に
車
で
入
っ

た
。
そ
し
て
小
島
衣
料
の
琿
春
工
場
に
小
島
正
憲
社
長

を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
後
岐
阜
県
下
の
分
村
跡
を
探
し

た
。
こ
の
旅
行
を
共
に
し
た
友
人
が
『
地
球
の
歩
き

方
』
（
大
連
・
瀋
陽
・
ハ
ル
ピ
ン
）
を
持
参
し
て
い
た

が
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
は
延
吉
、
図
們
、
そ
れ
に

長
白
山
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
琿
春
に
つ
い
て
は
全

く
言
及
が
な
か
っ
た
。
２
０
０
７
年
の
時
点
で
は
、
琿

春
は
日
本
人
向
け
の
観
光
地
と
し
て
挙
が
っ
て
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
琿
春
河
下
流
域
の
開
拓
地
跡
の
探

索
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
た
。
し
か
し
小
島
衣

料
の
支
援
を
受
け
、
開
拓
地
後
は
短
時
間
の
内
に
探
す

こ
と
が
で
き
た
。

　
岐
阜
県
下
か
ら
の
琿
春
へ
の
入
植
地
は
、
東
北
に
ソ

連
と
の
国
境
の
山
並
み
を
望
み
、
西
南
に
は
図
們
江
が

流
れ
て
い
た
。
『
琿
春
朝
日
開
拓
団
回
顧
録
』
（
１
９

８
２
年
10
月
刊
）
に
当
時
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
片
手
に
小
島
衣
料
の
琿
春
工
場
を

後
に
し
た
。
朝
日
村
分
村
の
東
側
に
は
高
鷲
村
の
分
村

が
あ
っ
た
。
和
良
村
の
分
村
は
更
に
東
側
で
今
回
は
訪

ね
な
か
っ
た
が
、
小
島
衣
料
琿
春
工
場
か
ら
南
に
位
置

し
て
い
た
。
和
良
分
村
に
関
し
て
は
分
か
ら
な
い
が
、

高
鷲
、
朝
日
両
分
村
は
開
拓
道
路
が
東
西
に
走
り
、
そ

れ
に
沿
っ
て
灌
漑
水
路
の
幹
線
が
通
じ
て
い
た
。
琿
春

河
の
東
側
に
、
村
か
ら
は
図
們
江
越
し
に
咸
北
の
山
並

み
が
見
え
た
。
そ
の
場
所
は
小
島
衣
料
琿
春
工
場
か
ら

車
で
容
易
に
行
け
る
場
所
で
あ
っ
た
。

　
滿
洲
へ
最
多
の
開
拓
農
民
を
送
り
出
し
た
の
は
、
長

野
県
の
３
７
、
８
５
９
人
で
あ
っ
た
。
岐
阜
県
は
１

２
、
３
０
８
人
で
７
番
目
で
あ
っ
た
。
最
少
が
滋
賀
県

の
１
、
４
４
７
人
で
あ
る
。
そ
の
滋
賀
県
か
ら
琿
春
に

開
拓
団
が
送
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
岐
阜
県
で

は
、
琿
春
に
郡
上
郡
の
高
鷲
、
和
良
、
大
野
郡
の
朝
日

と
三
村
が
分
村
を
設
け
て
い
た
。
高
鷲
村
か
ら
１
２
３

戸
、
６
４
１
人
（
引
き
揚
げ
者
は
３
５
１
人
）
、
朝
日

村
か
ら
１
３
８
戸
、
５
９
２
人
（
同
２
５
９
人
）
が
琿

春
に
入
植
し
て
い
る
。
高
鷲
、
朝
日
両
村
は
１
９
４
０

年
に
、
和
良
村
は
一
年
遅
れ
て
１
９
４
１
年
か
ら
入
植

し
て
い
る
。
そ
の
戸
数
８
１
戸
で
、
１
９
４
４
年
に
退

団
者
が
出
て
、
引
き
揚
げ
の
実
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

高
鷲
、
朝
日
両
村
と
同
じ
く
過
半
の
未
帰
還
者
を
出
し

た
と
見
ら
れ
る
。

　
岐
阜
県
下
の
琿
春
へ
の
入
植
は
、
郡
上
、
飛
騨
と
い

う
山
地
の
水
田
面
積
の
狭
さ
を
背
景
と
し
て
、
分
村
形

式
で
行
わ
れ
て
い
る
。
何
と
言
っ
て
も
琿
春
平
野
に
水

利
事
業
を
推
し
進
め
れ
ば
飛
騨
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

水
田
面
積
が
確
保
さ
れ
る
と
計
算
さ
れ
て
の
「
分
村
」

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
農
村
の
過
剰
労
力
の
処
理
や
次

三
男
対
策
と
異
な
り
、
送
り
出
す
側
（
本
村
）
に
力
が

入
っ
て
い
た
。

　
１
９
４
５
年
８
月
の
ソ
連
赤
軍
の
乱
入
は
、
開
拓
村

に
多
大
な
犠
牲
者
を
出
し
た
。
非
戦
闘
員
に
襲
い
か

か
っ
た
ソ
連
赤
軍
は
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
行
政
区
域
が
大
体
重
な
る
滿
洲

国
間
島
省
の
実
情
は
悲
惨
で
あ
っ
た
。
ソ
連
赤
軍
の
略

奪
、
暴
行
の
数
々
は
、
幾
多
の
引
き
揚
げ
者
の
証
言
か

ら
伺
え
る
。
例
え
ば
武
安
素
彦
の
『
幻
の
間
島
省
』

（
１
９
８
３
年
３
月
刊
）
な
ど
は
、
ソ
連
赤
軍
の
正
視

に
耐
え
か
ね
な
い
暴
挙
を
記
録
し
て
い
る
。
琿
春
河
流

域
に
入
植
し
た
日
本
人
開
拓
村
の
滿
洲
国
崩
壊
時
の
犠

牲
に
つ
い
て
は
、
朝
日
村
分
村
の
『
琿
春
朝
日
開
拓
団

回
顧
録
』
（
１
９
８
２
年
10
月
刊
）
も
そ
う
だ
が
、
滋

賀
県
報
国
農
場
の
回
顧
録
で
あ
る
『
琿
春
の
青
春
』

（
１
９
８
５
年
６
月
刊
）
に
も
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
ソ
連
と
の
国
境
に
近
か
っ
た
だ
け
に
、
犠
牲
者
が

多
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
１
９
４
６
年
に
滿
洲
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
逹
に
よ
っ

て
、
岐
阜
駅
前
の
焼
け
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
古
着
店

が
設
け
ら
れ
、
店
先
に
は
軍
用
の
毛
布
、
衣
服
、
シ
ャ

ツ
な
ど
の
古
着
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
ハ
ル
ピ
ン
街
の

誕
生
で
あ
る
。
そ
の
後
ハ
ル
ピ
ン
街
で
は
、
古
着
の
仕

立
て
直
し
か
ら
既
製
服
の
生
産
と
販
売
が
始
ま
る
。
つ

ま
り
、
岐
阜
繊
維
問
屋
街
の
発
祥
は
、
１
９
４
６
年
暮

れ
に
岐
阜
駅
前
の
戦
災
跡
地
に
一
夜
城
の
よ
う
に
造
り

あ
げ
ら
れ
た 

ハ
ル
ピ
ン
街

 

だ
と
い
わ
れ
る
（
『
岐

阜
既
製
服
産
業
発
展
史
』
１
９
７
５
年
２
月
刊
）
。
岐

阜
県
で
既
製
服
産
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
木
曽
川
の
対
岸
に
あ
る
一
宮
な
ど
愛
知
県
側
の
服

地
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
と
指
摘
で
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四
、
琿
春
か
ら
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
へ
の
展
開

き
よ
う
。

　
縫
製
と
は
工
場
で
実
際
に
ア
パ
レ
ル
製
造
に
あ
た
る

業
種
で
あ
り
、
縫
製
メ
ー
カ
ー
は
商
人
的
な
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
と
異
な
り
、
委
託
生
産
方
式
で
危
険
回
避
を

図
る
方
式
は
な
じ
み
に
く
い
そ
う
だ
。
（『
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
の
地
場
産
業
と
企
業
経
営
』
成
文
堂
、
１
９

９
５
年
11
月
刊
）
。

　
岐
阜
県
下
の
縫
製
メ
ー
カ
ー
㈱
サ
ン
テ
ィ
が
韓
国
へ

の
進
出
と
撤
退
か
ら
、
１
９
８
５
年
に
中
国
湖
北
省
黄

石
市
へ
転
進
し
て
成
功
し
た
の
は
、
縫
製
工
の
賃
金
が

安
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
サ
ン
テ
ィ
の
成
功
に
刺
激
さ

れ
て
、
岐
阜
県
縫
製
メ
ー
カ
ー
の
中
国
進
出
が
続
き
、

幾
つ
も
の
企
業
が
成
功
し
て
い
る
。
小
島
衣
料
の
小
島

正
憲
社
長
は
、
「
お
ま
え
は
な
に
を
た
わ
け
た
こ
と
を

や
っ
と
る
ん
や
。
今
は
中
国
の
時
代
や
。
お
れ
ん
と
こ

へ
来
い
」
（
『
ア
ジ
ア
で
勝
つ
』
伯
楽
舎
、
１
９
９
７

年
４
月
刊
）
と
サ
ン
テ
ィ
の
常
川
公
男
会
長
に
誘
わ
れ

た
こ
と
が
黄
石
市
へ
の
進
出
の
契
機
だ
っ
た
、
と
述
懐

し
て
い
る
。
小
島
衣
料
の
揚
子
江
中
流
域
へ
の
工
場
進

出
は
、
サ
ン
テ
ィ
に
遅
れ
る
こ
と
５
年
の
１
９
９
０
年

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
15
年
が
経
過
し
て
、
小
島
衣
料
は

２
０
０
５
年
に
琿
春
に
進
出
し
た
。
中
国
沿
岸
部
の
経

済
発
展
が
労
働
者
の
移
動
性
を
高
め
、
熟
練
労
働
者
の

不
足
と
賃
金
の
上
昇
を
も
た
ら
せ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
琿
春
へ
の
小
島
衣
料
の
進
出
に
つ
い
て
、
「
上
海
な

ど
の
沿
岸
部
で
は
、
す
で
に
人
件
費
や
地
代
な
ど
の
コ

ス
ト
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
採
算
が
合
わ
な
い
。
そ
の
た

め
日
本
の
製
造
業
者
の
一
部
は
、
コ
ス
ト
の
割
安
な
東

北
地
方
に
生
産
拠
点
を
移
動
中
で
あ
る
」
（『
中
国
の

黒
い
ワ
ナ
』
宝
島
社
、
１
５
２
頁
、
２
０
０
７
年
９
月

刊
）
と
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
し
か
し
小
島
社
長
は
こ

　
図
們
江
流
域
開
発
構
想
は
、
工
業
化
し
た
吉
林
・
黒

龍
江
省
な
ど
の
市
場
に
進
出
す
る
通
路
が
あ
れ
ば
、
北

朝
鮮
、
露
西
亜
、
モ
ン
ゴ
ル
の
労
働
力
と
資
源
が
活
用

で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
技
術
と
資
本
は
韓
国

や
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
小
島
衣
料
の
琿
春
進
出

は
、
そ
の
開
発
構
想
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
核
実
験
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
招
き
、

朝
鮮
族
自
治
州
に
隣
接
す
る
琿
春
か
ら
の
日
本
海
ル
ー

ト
に
暗
雲
を
投
げ
た
。
そ
れ
は
小
島
衣
料
琿
春
工
場
の

拡
大
に
大
き
な
壁
と
も
な
っ
た
。

　
そ
の
壁
を
前
に
し
た
小
島
正
憲
社
長
は
６
月
14
日
か

ら
17
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
世
界

ユ
ダ
ヤ
人
経
貿
合
作
国
際
論
壇
大
会
に
参
加
し
、
そ
こ

で
ロ
シ
ア
か
ら
参
加
し
た
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
の
副
州
長
と

面
談
し
、
工
場
進
出
の
意
思
を
伝
え
た
。
小
島
社
長
に

よ
る
と
、
そ
の
翌
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
商
談
が
入
っ

た
そ
う
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
パ
レ
ル
企
業
の
ほ
と

ん
ど
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
市
場
を
押
さ
え

て
い
る
こ
と
を
睨
ん
で
の
布
石
と
小
島
社
長
は
見
て
い

る
。

　
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
進
出
を
決
め
た
後
、
小
島
社
長
の
対

応
は
極
め
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
だ
っ
た
。
副
州
長
と
の
約
束

の
点
に
つ
い
て
「
中
国
で
唯
一
成
功
で
き
る
の
は
、
労
働

者
不
足
を
解
決
し
た
企
業
だ
け
」（『S

U
P
E
R

　C
I
T
Y

　CHINA

』
２
０
０
５
年
９
月
号
）
と
語
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
７
年
４
月
に
小
島
衣
料
琿
春
工
場
を
訪
れ
た

折
、
９
８
０
人
の
従
業
員
が
働
い
て
い
た
。
清
潔
な
生

産
ラ
イ
ン
と
生
き
生
き
と
働
く
縫
製
工
の
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

で
、
小
島
社
長
は
８
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
日
本
企
業

が
進
出
し
て
い
な
い
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
を
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
小
島
社
長
は
労
働
力
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

ユ
ダ
ヤ
自
治
州
の
対
岸
に
あ
る
黒
龍
江
省
同
江
市
に
も

工
場
を
設
け
る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
中
国
国
籍
者
の
受
け

入
れ
に
ロ
シ
ア
政
府
（
モ
ス
ク
ワ
）
が
制
限
を
加
え
て

来
た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
小
島
衣
料
の
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
へ
の
進
出
は
チ
ャ
イ
ナ

リ
ス
ク
を
想
定
し
た
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に
当
た
ら

な
い
、
と
い
う
の
が
小
島
社
長
の
見
解
で
も
あ
る
。

『
日
本
経
済
新
聞
』
は
「
中
国
一
辺
倒
に
リ
ス
ク
　
プ

ラ
ス
１
の
勧
め
」
と
い
う
記
事
（
２
０
０
３
年
９
月
15

日
付
）
で
、
「
中
国
に
一
大
生
産
拠
点
を
築
い
て
き
た

企
業
が
、
中
国
一
極
集
中
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た

め
、
中
国
以
外
に
も
う
一
つ
の
低
コ
ス
ト
生
産
拠
点
を

確
保
す
る
よ
う
に
、
戦
略
を
転
換
し
は
じ
め
て
い
る
」

と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
に
対
し
、
小
島
社

長
は
批
判
的
で
あ
る
。
小
島
社
長
は
「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
戦
略
に
は
二
つ
の
誤
謬
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。
一
つ
は
、
中
国
有
事
と
い
う
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
を

想
定
す
る
こ
と
は
、
世
界
経
済
の
現
状
か
ら
見
て
現
実

的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
二
つ
に
は
、
日
本
向
け
の

生
産
拠
点
と
し
て
中
国
に
勝
る
場
所
は
す
で
に
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
小
島
社
長
は
、
同
江
市
の
工
場
で
８
〜
９
割
ほ
ど
縫

製
し
た
の
ち
、
半
製
品
で
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
に
輸
出
し
、

ユ
ダ
ヤ
自
治
州
の
工
場
で
完
成
す
る
方
法
を
採
り
た

い
、
と
語
っ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
の
工
場
を
呼
び

水
と
し
て
、
欧
米
の
ア
パ
レ
ル
企
業
（
ユ
ダ
ヤ
系
）
と

取
引
を
拡
大
す
る
方
向
へ
舵
を
取
っ
た
、
と
見
ら
れ

る
。
　
　
　
　
（
あ
べ
け
い
じ
・
技
術
史
研
究
家
）
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